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エア・ウォーター北海道株式会社

「エア・ウォーターの森」で実現したカーボン
ニュートラルの取り組みと
北海道への貢献



自己紹介

エア・ウォーター北海道株式会社
事業企画部 部⾧

日谷 知章

生年月日

1973年3月10日

経 歴

2009年4月 エア・ウォーターエネルギー入社
市場開発・新商品開発・ＬＰＧ卸業務

2020年9月 エア・ウォーター北海道 事業企画部
陸上養殖事業「杜のサーモンプラント東神楽」

2021年9月 「エア・ウォーターの森」プロジェクト

2024年12月 同施設 オープン



会社概要

エア・ウォーター北海道株式会社商 号

代表取締役社⾧ 庫元 達也代 表 者

〒060-0003 
札幌市中央区北8条西13丁目28-21

本社所在
地

20億円資 本 金

エア・ウォーター株式会社100%株主構成

1,058億円（グループ連結1兆245億円）売 上 高

産業ガス関連事業、医療ガス関連事業、エネル
ギー関連事業、農業食品関連事業など、北海道に
ある各事業を中心とした企業グループの企画・管
理・運営

事業内容



北海道でのカーボンニュートラル事業



北海道での事例（牛ふん尿水素・バイオメタン）



北海道での事例（水素製造、水素ステーション）



北海道での事例 札幌市 定置式水素ステーション・水素街区



エア・ウォーターの森 構想（北海道にシンボリックな建物）



エア・ウォーターの森 施設テーマ



人と自然（光、風、水、緑）、場所と場所がさまざまなカタチでつながりあい
多様なコミュニケーションを通してウェルネスを感じる森のような場

コンセプトダイアグラム



フロアー構成



【エア・ウォーターの森】道産材を利用した木造4階建



エア・ウォーターの森 環境への取り組み

➀新しい木造形式
【国交省補助金（木造先導型）】

構 造：木造（一部鉄骨造） 燃エンウッド（斜め柱）+テンションロッド

②新しい環境建築【国交省補助金（省CO2先導型）】

外 装：LOW-Eトリプルガラス+アルゴンガス（AW）

設 備：床放射空調+除湿型放射空調+空気式放射空調、
地下水利用

➂新しいエネルギー利用 水素社会を加速させる水素利活用
【次世代へ向けた水素の“感じる化”】

水素燃料電池 ５ＫＷ 排水熱の利活用



➀ 新しい木造形式 ＆ 北海道ウッド使用でＣＯ２を固定化



➀ 北海道 グランドサイクル

延床面積 6,640㎡

道産材利用料 576㎥

炭素貯蔵量 459ｔｰCO2

ＨＯＫＫＡＩＤＯ ＷＯＯＤ
ＢＵＩＬＤＩＮＧ

※耐火集成材「燃えんウッド」を構造体として利用

北海道産カラマツ100％利用



② 新しい環境建築 LOW-Eトリプルガラス+アルゴンガス



② 新しい環境建築 地下水利用

北海道の気候風土に応じたワークプレイス提案と省CO2の実現

帯水層蓄熱システム(ATES)と地下水のカスケード利用

冷房モード



② 新しい環境建築 熱回収

寒冷地における排熱を有効活用する熱回収外調機



・風を取り込みやすいエリアを

インナーテラスとしてプランニング

・条件がよいときはインナーテラス(半屋外空間)の

利用を促す画面を表示

② 新しい環境建築 自然換気システム



➂ 新しいエネルギー利用 水素社会を加速させる水素利活用



カーボンニュートラル リザルト

環境性能評価

１、ＺＥＢ Ready 【省エネ50%以上削減】

２、CASBEE 建物環境性能評価 Sランク（６スター）

３、CASBEE スマートウェルネスオフィス Sランク（６スター）

４、HOKKAIDO WOOD BUILDING 登録

補助金

A、サステナブル建築等先導事業 省CO2先導型

B、サステナブル建築等先導事業 木造先導型

C、札幌市純水素型燃料電池導入補助金

D、札幌市ZEB設計支援補助金




